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働く場、活躍する場の拡大

かつての日本の社会

・長期的に雇用保障を受ける男性が家族を支えてきた

・行政施策も、一定の就労・家族関係パターンを前提に、人々が
標準的なライフコースを歩み続けることを条件として保障

グローバル化や脱工業化に伴う社会変容

不安定な雇用関係と不安の拡大

「活躍の場」の拡大と参加の保障

そこに参加する機会の保障
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育児
介護ｻｰﾋﾞｽ 等

カウンセリング
高齢者就労支援 等

職業訓練
職業紹介 等

全国知事会自主調査研究委託事業
『「地方分権型の「ほどよい政府」を』より引用

労働市場（活躍の場）への「４つの橋」



暮らしの将来の姿暮らしの将来の姿

地域の視点で描く将来の姿地域の視点で描く将来の姿

◆健康 いくつになっても活動的でいられる

◆働く 仕事と家庭や地域生活を両立できる

◆住む 歩いて暮らせる安全で快適

◆学ぶ・育てる 人間性や生きる力を育む

◆楽しむ 伝統・文化や自然、地域に親しめる

◆つながる 交流を深め、支え合う、つながり

のある

◆経済・産業
◆環境
◆県土

環境との共生を図りながら、
地域特性を活かした産業が
展開する、資源循環型の地
域社会で、自然災害に強く、
安心して暮らせる

滋賀県基本構想「将来の姿」



○社会で子育てを支える
○力を発揮できる多様で柔軟な活躍の場をつくる
○子どもの多様な学びの場をつくる
○健康でいきいきと暮らせる仕組みをつくる
○地域での多様な支え合いの輪を広げる
○多文化共生を目指す

○自然本来の力を保全し再生する
○自然を活用した産業を活性化させる
○持続可能な社会を目指す
○自然の力を暮らしや学びに活用する

○新規成長産業の創造や新たな事業活動への
挑戦を支援する
○滋賀の特性を活かした産業を育成・支援する
○安全で美しいやすらぎのあるまちづくりを進める
○文化・芸術が息づく魅力的なまちをつくる

人の力を
活かす

自然の力を
活かす

地と知の力を
活かす

滋賀県基本構想の「戦略」
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１１月１０月９月８月７月６月５月４月有効求人倍率

●有効求人倍率

平成２１年１１月 全国０．４５倍 滋賀県０．３８倍（前月と同じ）

●新規求職者数・新規求人数・新規求人倍率

●非正規労働者の雇止め等（平成２０年１０月からの累積数）
平成２１年１２月時点では６，００２人（１１月時点と比べ１０人増加）

・６月の０．３４倍は本県の過去最低の数値

・１月以降の有効求人倍率は、近畿２府４県中、最下位

単位：人

単位：人

県内の雇用情勢（厚生労働省調べ）県内の雇用情勢（厚生労働省調べ）



☆キャリア教育の不足

（働く意識が希薄化？）

→キャリア教育の

展開

福祉政策としての雇用の安定化 －所得保障から参加保障へ－

【教育】

【家族・地域】

【ハンディのある人】

◎障害者/高齢者/外国人等

【失業者】

労働市場における雇用の安定化

★産業政策と連動した雇用創出（水と緑・人と人）

★県内中小企業への人材供給

☆国制度に沿ったワークライフバランス施策の推進

●よりよい行動計画の策定支援

（ワークライフバランス推進企業実態調査によるマ

ニュアル作成）

人材
育成

職業紹介・訓練

☆働きたい人を必要とされる職へ ＝ マッチング

◎特に次世代を担う若者への就職支援

☆労働市場参加を支援

●働き暮らし応援センター

シルバー人材セ ンター

等
●若年者就業構造等実態

調査（職業意識）

●ヤングジョブセンター滋賀での若年者就職支援

●介護福祉士養成、就農実習など、多彩な職業訓練の実施

ワークライフバランス

就労
支援



ヤングジョブセンター滋賀の運営

滋賀県地域若者サポートステーション
キャリアコンサルタント（3人）

・ニート支援

(独)雇用・能力開発機構
能力開発支援アドバイザー（１人）
・職業相談 ・ジョブカード

連携 連携

彦根相談コーナー
相談員1人 常設化継続

彦根相談コーナー
相談員1人 常設化継続

学生・生徒を含む概ね３５歳未満の若年者の就職を支援 商工観光労働部学生・生徒を含む概ね３５歳未満の若年者の就職を支援 商工観光労働部

所長（1人）、相談員（3人）、
キャリア・コンサルタント（1人）
19時まで開設時間延長継続
・求人情報、求職者情報の提供
・個別カウンセリング「じっくり相談」
・各種就職関連情報の提供

県県

コーディネーター（3人）、
フリーター等相談員（1人）、
開拓推進員（1人）
・各種講習会の開催
・インターシップ協力企業の開拓

滋賀ジョブ倶楽部滋賀ジョブ倶楽部

相談員（6人）
19時まで開設時間延長継続
・職業指導、相談
・職業適性診断
・職業紹介

ハローワーク大津
学生職業相談コーナー

ハローワーク大津
学生職業相談コーナー

ジョブカフェ



雇用の安定化
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対象者 ： 出産子育てを理由に離職した女性・母子家庭の母
訓練科 ： OA経理事務系訓練コース 等
計画人数 ：１２０人 （前年度：１２０人）

対象者 ： 出産子育てを理由に離職した女性・母子家庭の母
訓練科 ： OA経理事務系訓練コース 等
計画人数 ：１２０人 （前年度：１２０人）

女性の再チャレンジ支援能力開発事業
訓練科 ： OA事務系訓練コース

職場実習型訓練コース 等
計画人数 ： １００人 （前年度１００人）
（知識技能習得60人） （実践能力習得30人）
（特別支援学校早期訓練10人）

訓練科 ： OA事務系訓練コース
職場実習型訓練コース 等

計画人数 ： １００人 （前年度１００人）
（知識技能習得60人） （実践能力習得30人）
（特別支援学校早期訓練10人）

障害者委託訓練事業

受講者の態様に応じた、訓練コースを設定

対象者 ： 概ね35未満の離職者
訓練科 ： OA経理事務コース

パソコン事務・簿記コース 等
計画人数 ：１０５人 （前年度１０５人）

対象者 ： 概ね35未満の離職者
訓練科 ： OA経理事務コース

パソコン事務・簿記コース 等
計画人数 ：１０５人 （前年度１０５人）

若年者訓練コース

再就職を促進するための訓練コース
１．セーフティネット対策
短期間訓練（３ヶ月）
ﾊﾟｿｺﾝ事務・経理事務・簿記・
介護ﾍﾙﾊﾟｰ等の訓練コース

２．新たな雇用に繋がる新設コース
長期間訓練（６ヶ月・２４ヶ月）
・就職先を想定した資格を取得できる
訓練コース
IT系（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏ―養成）等
・介護福祉士の資格を取得できる訓練
コース

計画人数： １，０６５人 （前年度：900人）

知識等習得コース

失業者緊急対策職業訓練事業

職業訓練・能力開発の強化 （民間を活用した緊急対策職業訓練） 商工観光労働部職業訓練・能力開発の強化 （民間を活用した緊急対策職業訓練） 商工観光労働部


